京都式えらべるデイサービス取組計画表
（事業所名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	チ　ェ　ッ　ク　ポ　イ　ン　ト
	当 初 の 状 況
	取組目標
	定 期 的 に チ ェ ッ ク し よ う ！

	
	年　　月　　日
	実施しようとする年月
	年　　月　　日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	京 都 式 え ら べ る デ イ サ ー ビ ス 実 施 基 準                       
	１　レクリエーション活動援助を複数の多様な小グループに分けて実施すること。
	
	
	
	
	

	
	
	①　利用者にアセスメントを実施してレクリエーションニーズ（趣味や特技、好きなこと・苦手なこと等）を把握する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	②　一定のジャンルに偏らず、運動系や作業系などのバランスを考慮した多様なグループを設置する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	③　一定期間、各グループのテーマは同じにして、活動の継続性を持たせる。
	
	年 　月
	
	
	

	
	２　利用者が自ら小グループを選択できるようにすること。
ただし、意思決定が困難な利用者については、アセスメントを基に本人の決定を支援すること。
	
	
	
	
	

	
	
	①　ほとんどの利用者が、把握したレクリエーションニーズに合致した小グループを自ら選択するよう援助する。（一部に意思表示ができない利用者がいてもやむを得ない。）
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	②　設置した小グループに希望する活動がない利用者や小グループ活動自体を好まない利用者には、個別のサービス提供をするなどの対応をする。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	3 利用者が小グループ活動を認識できるよう工夫し、毎日のグループ分けをスムーズに促す。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	④　利用者が活動に興味を持って参加している。
	
	
	
	
	

	
	３　利用者が所属する小グループを明確にし、原則として所属グループを変更せず継続して活動するようにすること。（利用者が変更を希望する場合は、変更を妨げるものではない。）
	
	
	
	
	

	
	
	①　利用者が所属する小グループを固定する（その日の気分等で多少の変更はあってもよい。）。または、利用者はその日ごとにどの小グループにするか決めるが、楽しみ・やりがいを見つけて概ね同じ小グループを選択してもらえるよう援助する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	②　一定期間、利用者が同じグループで段階的に活動を深められるよう活動計画を定める。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	③　一定期間後に活動の成果を発表・展示したり、作品の販売・提供等を通じて社会貢献をしたりするなど利用者の活動意欲を高める機会を設定する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	④　利用者が以前特技としていた能力を発揮し、利用者自身が自らの能力に気づいて自信を持っている。
	
	
	
	
	

	
	
	⑤　一時的で受動的な楽しみに終わらせず、在宅でも利用者が興味ある活動を継続したり、自ら楽しみ・やりがいを追求したりしている。
	
	
	
	
	

	
	４　小グループ活動を実施するときは１０人以下とすること。
	
	
	
	
	

	
	
	①　すべての小グループは、ほぼ毎回１０人程度以下になるようにする。（時に１０人を超えることがあってもやむを得ない。）
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	2 小グループが１０人程度を超える場合には、グループを２つに分割する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	③　活動援助中に利用者一人ひとりを観察する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	④　利用者が自主的に意思表示や発語などをしている。
	
	
	
	
	

	
	
	⑤　利用者同士の仲間意識が生まれ、コミュニケーションが増加している。
	
	
	
	
	

	
	５　各利用者の活動目標を設定し、活動の記録・評価を行うこと。
	
	
	
	
	

	
	
	①　利用者ごとに小グループ活動のための目標を設定する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	②　ケアプランがレクリエーションニーズや活動に沿った目標となるよう調整する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	③　利用者ごとの目標を念頭に置きながら、利用者の自立度向上に向けた意図的な援助をする。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	④　利用者一人ひとりについて記録をする。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	⑤　記録の内容は、利用者の客観的様子と職員の主観的考察を区別する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	⑥　利用者ごとに評価し、その評価を踏まえながら次の活動援助や目標設定に活かす。
	
	年 　月
	
	
	

	
	６　小グループ活動の実施に当たり、ボランティア（元気高齢者が中心）を活用すること。
	
	
	
	
	

	
	
	①ボランティアの採用について

（当初の状況がａのときｂ・ｃは不要、ｂのときｃは不要。）
	ａ　えらべるデイのためにボランティアを採用している。
	
	
	
	
	

	
	
	
	ｂ　えらべるデイのためにボランティアを募集する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	
	ｃ　えらべるデイのためにボランティアを募集するかどうか検討する。（その結果、募集を見合わせることとなってもやむを得ない。）
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	②　ボランティアに、活動の趣旨・内容、利用者との接し方等について十分に理解してもらう。
	
	年 　月
	
	
	

	
	
	③　ボランティアが利用者と共に活動し、コミュニケーションをとり、利用者の活動意欲を引き出している。
	
	
	
	
	

	職員の意識改革等
	①　事業所の責任者（施設長、管理者など）がえらべるデイの趣旨を理解する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	②　職員は、職員主導で企画や活動をしなければならないという姿勢を避け、自立生活を支援する視点から、利用者の自主性を尊重し、活動の意欲を向上させる必要性を認識する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	③　職員は、利用者がデイサービスセンターにいる時間だけでなく、在宅生活全体の維持・向上を支援することが最終目的であることを認識する。
	
	年 　月
	
	
	

	
	④　職員は、利用者の個別性・自主性を引き出すため、利用者が意思表示しない、または意思表示とは異なるかもしれない内面のニーズを洞察する習慣を身につける。
	
	年 　月
	
	
	

	
	⑤　利用者の自主性発揮や活動の継続化により、活動の企画や活動援助にかかる職員の負担が減っている。
	
	
	
	
	

	
	⑥　利用者の欠席が少なくなる。また、効果が上がって事業所が地域に受け入れられ、利用者数が増加している。
	
	
	
	
	

	えらべる

デイの目的
	利用者が楽しみ・やりがいを感じながら、意欲を持って自主的・継続的な活動に取り組めるよう個別ケアを実施している。すなわち、職員は、利用者が活動意欲を高め、楽しみややりがいを自主的・積極的に追求して取り組んでもらえるような利用者の内面の力を引き出している。
	
	
	
	
	


※各チェックポイントに、取組が十分できていれば○、やや不十分なところがあれば△、あまりできていなければ×を記入し、できているところやできていないところがあれば具体的に記述してください。
※当初に十分できていなかった取組については実施しようとする年月を設定し、○の数が徐々に増えていくよう、定期的に点検しながら取組を進めてください。









